
 

 

令和 4年度の事業は、公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会定款第 4条に基づき、次に

より「フットサル等スポーツ活動の普及事業」及び「フットサル等競技会等の開催・助成事業」「フ

ットサル等スポーツ活動の調査・研究事業」を、計画通りに実施することができました。 

令和 4年度の総事業費は、7,158,812円でした。 

 

 

公益財団法人小野寺パラスポ－ツ振興会 定款 

 

（事業） 

第 4 条  この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（1） フットサル等スポーツ活動の普及 

（2） フットサル等競技会等の開催・助成 

（3） フットサル等スポーツ活動の調査・研究 

（4） その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

2  前項第 1 号の事業は、北海道において行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1号議案 令和 4年度事業報告の件 



1 定款第 4条 1のフットサル等スポーツ活動の普及事業 

1-1 スポーツ用品の寄贈事業 

本事業は、特別支援学校で求められているフットサルボール及び簡易室内ゴール、ボッチャ

用具、ティーボール用具、フロアーカーリング用サポートスティック、柔軟性コーナーポスト、水

泳用フロートクッション、ブラインドサッカーボール等を12カテゴリー・メニューに分けて、それ

ぞれ希望する道内特別支援学校３8校にスポーツ用具及び送料、合計1,053,362円を寄贈し

た。 

 



1-2 フットサル指導員の派遣事業  

令和４年度から、フットサル指導員の派遣における道内全域の特別支援学校派遣時の交通事

故災害等の危険性を鑑み、札幌市近郊の特別支援学級での「ちゃれんじ・ふっと・ぼーる」事業

を札幌市立特別支援学級・通級指導教室設置校長協会との連携で２０校の小中学校で実施し

た。事業費は、350,000万円。 
２０２2 年度 ちゃれんじ・ふっと・ぼーる 実施概要 

１．主 旨   札幌市特別支援学級を対象にボールを使った“遊び”やゲームを取り入れ、多くの子 
どもたちに笑顔でフットサルを楽しむ機会をつくり、子どもたちの心身の健やかな育 
成に寄与する。  

２．主 催   公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会  
３．主 管   一般社団法人エスポラーダ北海道スポーツクラブ  
４．後 援   札幌市特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会（札特協） 
５．実施期間 ２０２2 年 4 月～２０２2 年２月末頃まで  
６．時 間   1 単位時間(小学校 45 分間、中学校 50 分間)  
７．対 象   札幌市小学校及び中学校特別支援学級（20 校） 
８．場 所   各学校体育館等施設  
９．実施内容 エスポラーダ北海道関係者が楽しく笑顔になるよう指導します。  

１）準備運動 ２）動き作りの運動 ３）ボールを使った遊び方 ４）フットサルゲーム 
※屋内、屋外を問わずあまり広くないスペースでも実施できます。  
※暑い時、寒い時など子どもたちの健康を十分に考慮します。  

10．用 具  １）ボール等は、持参します。２）ビブスは、各学校で用意してください。                            
1１. 費 用  無 料、公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会が負担します。  
1２. 申 込 先 所定の申込書でエスポラーダ北海道にメールでお申し込みください。 
              エスポラーダ北海道 広報担当：安藤 メールアドレス：info@espolada.com 
13．そ の 他 ・実施日程及び実施学級数は、申込を受けて札特協とエスポラーダ北海道とで協議 
       ・活動後は、各学校担任等の方は、A4 版 1 枚程度の「札幌市特別支援学級『ちゃれ 

んじ・ふっと・ぼーる』活動記録」を、エスポラーダ北海道に送付します。なお、こ 
の活動記録は、主催者法人のホームページで開示しますので、写真は、個人情報に留 
意し、編集等してください。 

活動記録例  公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会主催「ちゃれんじ・ふっと・ぼーる」 

学校名 札幌市立豊園小学校                   記録者 長藤 彩香 

期 日 2022年７月１１日                    児童生徒数 １８名 

エスポラーダ北海道の指導・支援者名   トップチーム監督 金井 一哉さん 

活動概要 

   ・ウォーミングアップ 

・動きづくりの運動 

・ゲーム 

活動結果(記録者のご意見、児童生徒の感想等) 

 どの子も楽しみながらたくさん体を動かして、活動す

る姿が見られました。ドリブルやシュートが初めてでき

た子も居り、「できた！」と喜んでいました。 

活動写真(主催者法人のホームページに掲載します) 

 

 

mailto:info@espolada.com


 2 定款第4条2のフットサル等競技会の開催・助成事業 

1-1 第 6 回小野寺眞悟杯北海道特別支援学校フットサル大会 兼第１回全国特別支援学校フ

ットサル大会北海道地区大会の開催 

本大会は、7月29日(金)、道立野幌総合運動公園体育館で、江別市教育委員会及びエスポ

ラ－ダ北海道、札幌北の杜ライオンズクラブ等と連携・協力して、参加校１５校(カテゴリー1は１

校、カテゴリー2は１３校、1校はエキシビジョンの参加)の大会を開催した。 

事業費は、2,418,839円。 

 

 

 



3 定款第 4条 3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究事業 

3-1 スポーツ活動に係る実践研究校の指定 

令和4年度は、次表の8校の研究テーマに基づく実践研究に対して、1校10万円の研究助成

を行いました。各実践研究指定校から提出された研究論文は編纂整理し、スポーツ研究成果報

告書2022(№6)として、北海道小樽高等支援学校で400部印刷し、文部科学省特別支援教

育課及び国立特別支援教育総合研究所、北海道紀要育委員会等の道内特別支援学校等関係機

関に配布した。事業費は、953,400円。 

 

学校名 研究テーマ 
1 北海道手稲養護学校三角山分
校 

体育の授業における車椅子ラグビーの取組 

2北海道旭川養護学校 ハンドアーチェリーの取組について 

3北海道真駒内養護学校 球技における授業改善と教材教具の工夫について 
4北海道教育大学 中学校特別支援学級における教師の体育授業の特徴 
5北海道苫小牧支援学校 身体活動を活発にした遊びの授業づくり 
6北海道苫小牧支援学校 主体的・対話的で深い学びを目指した授業つくり 
7北海道紋別高等養護学校  紋別高等養護学校におけるバドミントン部の指導実践 
8 北海道札幌養護学校 ICT を活用したわかりやすく、子供たちが主体的に学

ぶ授業づくり 

 

 

 

  

 

 



4 管理費  

 管理費の総計は、2,383,211円。 

(単位 円) 

区 分 令和4年度支出 

役員報酬 111,370 

給与手当 1,200,000 

旅費交通費 236,660 

委託費 170,184 

租税公課 3,332 

支払手数料 157,850 

通信費 44,005 

消耗品費 20,900 

雑費 113,200 

食糧費 325,710 

総計 2,383,211 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


